
NO 区分 論題 名前 概要

1-1 1 逃げる徳川家康の伝説 岡本春一 今駒弥左衛門家は当地では珍しい「今駒家」の逸話

1-2 3 小夜中山と今川氏三回の攻防戦 同上 室町時代今川氏の海老名砦等での戦い

1-3 2 国学者歌人石川依平と家系 同上 石川依平の生涯

1-4 2 松堂高盛と曹洞宗 同上 松堂高盛と遠州地域での曹洞宗布教

1-5 2 明治以降の東山口地区における教育と文化 同上 東山口地区の教育にみる明治初期から戦後までの掛川

1-6 2 杉本権蔵の開発計画 同上 日坂新道（現東海道）にみる日本初の有料道路

1-7 2 掛川藩三大文化の立役者　松崎慊堂 同上 江戸時代後期　掛川藩三大文化の立役者松崎慊堂が　明治期活躍した掛川の人々を育てた

1-8 2 山崎千三郎の偉業 同上 明治期の掛川を支えた山崎千三郎の偉業

1-9 2 山崎千三郎と製茶産業 同上 明治以降の掛川の製茶産業基礎造りに貢献

1-10 1 山崎家の「家訓」 同上 山崎家の家訓にみる子孫繁栄の源

1-11 2 掛川藩のパートナー山崎万右衛門晨園 同上 松崎慊堂を財政面から支えた

1-12 2 掛川市政を蘇らせた榛村純一 同上 昭和から平成の掛川市政をみる

1-13 2 岡田良一郎と報徳 同上 報徳思想の掛川での原点を読み解く

1-14 2 鈴木理一郎の目指したもの 同上 戦前戦後の掛川市政を読み解く

2 1 土形娘子
オトメ

の紹介
鷲山　哲朗
松永　正志

万葉集随一の女流歌人とも推測される土形娘子の短い生涯。

3 3 高天神城に関する逸話等の紹介 松永　正志 難攻不落の名城の由縁、激戦地・二の丸ゾーン

4 2 掛川古道を歩く東海道の魅力を探して 高井豊　他 掛川古道を旅形式で紹介

5-1 2 掛川城は木造復元天守であるかの調査 武藤　正誠 掛川城は木造復元天守か復興天守であるかの調査

5-2 1
亀の甲事任神社（一之宮）の奉納額と鬼瓦（指定追
加） 同上 亀の甲事任神社（一之宮）の奉納額と鬼瓦（指定追加）

6 1 安政の大地震の記録　紹介 窪野　茂 安政の大地震の惨状について探る

7 1 河井弥八記念館の紹介 大村敏八 河井弥八記念館について、次の6項目について紹介
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8-1 2 十九首塚考 中村房男 十九首塚と井伊家の関係について

8-2 1 掛川の曙（六ノ坪遺跡について） 同上 六ノ坪遺跡から奈良時代の掛川をみる

8-3 1 古代原野谷の曙 同上 和田岡古墳から掛川の地勢を読み解く

9 1 徳川家康と南郷地区の紹介 守屋輝年雄 「徳川家康と南郷地区」をテーマに、陣場峠と杉谷城趾を紹介

10 2 偕楽園について 榛村 恵夫 掛川偕楽園について

11 3 徳川家康と掛川考 佐藤収一 「掛川は家康の町」でもある事を具体的事例を通して明らかに

12 1 小夜の中山を歌とともにひもとく 鈴木克美 小夜の中山～日坂宿に至るこの地域の歴史の財産を紹介する

13 1
掛川市（旧曾我村）細田地区に伝わる伝
記禄

広岡　俊一　旧曾我村の細田地区に伝えられている地元の伝記である。

14 1 新唐土漂流記 横山 一 沖之須（大須賀町）で180年ほど前にあった本当の話

15 3 徳川家康と初代神主芝田彦兵衛の関係
事任八幡宮古文
書調査研究会

事任八幡宮の古文書調査を進めた結果、判明した当社初代神主と徳川家康の関係

16 2 最晩年の西行法師と『小夜の中山』歌、その考察 山﨑　卓司 最晩年の西行法師の「小夜の中山」歌に込められた師の思いと、険しい行路から、当時の旅人の苦難をも考察した

17 1 徳川家康が登った楞厳寺山(楞厳地山) 野中幸一 楞厳寺山の紹介

18-1 3 龍華院大猷院霊屋の研究 石野　茂子
昔、徳川家康が掛川城を攻撃する為陣を張ったとされる掛川古城跡地に、天台宗長松山龍華院の
他に、三代将軍家光公の大猷院霊屋がある。

18-2 3 西郷の局物語 同上 西郷の局の生涯を読み解く

19 3
加藤貞雄氏の『遠州横須賀城の編年』を加筆及び校
訂 岡 田 昇

原文筆者の加藤氏は、先祖が当横須賀城主・西尾隠岐守の家臣で、自身は国家公務員退官後、古瓦、古建築や民俗史研
究等に活躍された方です。

20 2 石川依平・伊藤嵐牛の学問と地域の人々の学び 久保田陽代 学問の基礎を究めつつも、学問を民衆と共有した二人の活動によって、俳句という文化が花開いていた。

21-1 2 東山口地区の歴史と文化　石川依平と伊藤嵐牛 服部　光子 郷土の文化人・石川依平と伊藤嵐牛の生地は東山口地区である。

21-2 3
１５世紀の東山口の状況　…　残された痕跡から知
る戦の歴史 同上 東山口地区に残っている五輪塔、鞍骨池、堀越入道の祀られている祠は一体何を意味し、どんな事があったのか。

21-3 2 松ケ岡の元祖は東山口出身だった 同上 松ケ岡の大本を築いた山﨑才兵衛（万右衛門）の出身が東山口であることを、現地を訪れ調査

22 1 千浜東部区（来福村・坂里村）の紹介 松下　育史 平安時代から現代までの歴史を地名のいわれと共に解説

23 1 掛川地方における遠州の七不思議 大石　悟志 安倍晴明塚も七不思議内の一つと言われている。

24 3 高天神六砦の紹介 中脇　光翔 家康が高天神城を落とすために築いた六砦を自ら歩いて確認し紹介する

25 3
小笠山砦の縄張りから見る家康の築城技術の進化に
ついての考察 石山　尚哲

小笠山砦でなぜあのような工夫を凝らした縄張りが行われたのか、小笠山砦築城前後の家康の城づくりや、武田氏の築
城術との比較を行いながら、その秘められた目的について推察する。


